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　水 田 転換畑 で ダイズを栽培 した場合上壌 の 物理性 の 悪化から湿害およ び乾燥害が起 こ りや す い ．本研究で は安

定 した 根系 を 形成 さ せ る 栽培技術 を 確 立 さ せ る た め 土 壌環境 の 違 い が エ ン レ イ の 生 育に 及 ぼ す影響を モ デル 実

験で検討し た．根箱試験で 地下水位を 30c皿に 設定す る と根電は 対照区よ り も多くな り根長も長 くな っ た．石膏を

200  〆10a相当施用 した ポ ッ ト試験 で は 側根重 が対照区 よ り も 多 く な る傾向が 認 め られ た．ま た 堆肥 を 施用 す る

こ とで 根粒 重は増加 した．ダイ ズの 根系生育を促進 させるに は発芽時 の 過湿障害を避ける ため地 下／k位を30cm程

度 に 保 つ こ と，および施用 量を考慮 して 石膏や堆肥を施用するこ とが 効果的 で あ る こ とが示唆された，

　Effects　of　different　soil　condition 　on 　the　growth　of 　soybean 　cv 、　Enrei　 were 　observed ．　Total　root 　dry

weight 　per　p［ant 　were 　increased　at　the　condition 　of 　30cm　groundwater　level　compared 　to　the　control ．

There　was 　a　tendency 　to　increase　the 　！ateral 　root 　dry　weight 　at 　the 　呂ypsum　apPIlca 〔ion　of　200kg　Per
lOa，　Root　］1〔｝duie　dry　weight 　per　plant　was 　increased　at 　thビ　compost 　apPlication ，　It　was 　suggested 　tha亡

the　groundwater　level　around 　30cm　after 　germination，　or　gypsum　or　eompost 　apPlieation 　may 　be　impor〔ant

to　get　the　stabIe 　root 　growth　of　soybean ．
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　 H 本 で は 多 くの ダイ ズ が 水 田転換畑 で 栽培 さ れ て い る．

水田転換畑 で は E壌有機物の 分解が促進 され る ため 栽培年

数が経過す る につ れ地力窒素が減少 し，それ に 伴 っ て ダイ

ズ の 収量 も低
．
ドす る （有原 2000）．ま た，水 田 転換畑 で は，

地 ト水位の 高さ や L壌の物理性の 悪化か ら湿害が 起こ りや

す く．さ ら に 大麦の 跡作に ダ イ ズを 栽培す る 場合で は播種

期が梅 雨時期 に ずれ込 み，湿害 の リ ス クがさ らに 高くな

る ．ま た 水田 転換畑 で は 耕 うん 時に お け る 砕土 性 の 低 ド等

か ら根系が浅くな りや すく，夏季の 高温期に乾燥害の リス

クも高ま る （橋木 1978）．よ っ て 北陸地方に おけ る 亟粘 1／

壌条件
一
トの ダイ ズ栽培 で 安定し た 生育 と収量を得る た め に

は，」二壌環境を改 善し，根粒を 含め た根系生育を 促進 さ せ

る こ と が重
1

夏と な る．こ の よ う な 観点か ら近年FOEASな ど

地 ド水位を制御 し L壌水分を好適 に 保 つ 方法が導入され て

い る が，根系 生 育 に 及 ぼ す 影響 を 検討 した 例 は 少ない ，本

試験で は，．L壌環境を 改善し安定 した根系を 形成さ せ る 栽

培技術を確立す る こ と を ト拍勺と して ， 1：壌 の 地 ド水位を 変

化させた試験，透水性を人 T．的 に 変化 させ た 十二壌を用い た

試験 に 加 え，堆肥 の 施用 ま た は 石膏の 施用 が ダ イ ズ の 根系

生育お よ び地 L部生育に 及 ぼす影響に つ い て，1，
’5000aの

ワ グ ネル ポ ッ ト，ベ ニ ヤ板を用い て 作成 した 根箱および PCV

チ ュ
ーブ を 用 い た試験 を行 い 検討 した．
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　　　　　　　　　 材料および方法

　試験は2007年に金沢大学教育学部実験圃場 内の 網室にお

い て，ダイズ品種 エ ン レイを用 い て 実施 した．

　（実験 1）十壌の 透水性 の 違 い が地上部生育 お よ び根系生

育 に 及 ぼす影響 に つ い て 検討 し た．試験 は 1／5000a の ワ グ

ネルポ ッ トを用 い て 実施 した．基本 上壌 として 肥料を含ま

ない 山 k （赤土）を用 い ，こ れ に 赤 kl土を混合する こ とで

異な る透水性の 試験区を得た，赤 ヒと赤玉 土を容積比 （以

下1司様）で 7：3の割合で 混合した 十壌を 充填した試験区 （赤

玉土 30％ 区），赤十1と赤玉 t，を 1 ： 1の 割合 で 混合 した試験

区 （赤玉土50％ 区）および赤 t の みを用 い た試験区（対照 区）

の 3試験区を供試 し た．各試験区 と も基肥 と し て 高度化成

BBO56号 （N ：P205：K20＝10 ：25 ：16）を ポ ッ ト当た りO．4g

（2kg− NflOa相当）とな る よ う に 表層施用 し た．6月 18日 に

ポ ッ トあたり3粒ずつ 播種 し，発芽を確認 した の ち，6月25

日 に 間引き処理 を行 い ポ ッ トあた り1個体 と した．水管理

は 各試験 区 と も2E｛に 1回行 い ，1ポ ッ トあ た り300mlを灌

水 し た．供試 ポ ッ ト数 は 各試験 とも1試験区 に つ き5ポ ッ

ト と し，実験結果 の 妥当性を確認す る ため に 網室内 の 2箇

所 で 実験を行 っ た，各試験区の 全個体 に つ い て 草丈，主茎

長，主茎節数およびSPAD値を測定 した，調査は，生 育初期

（7月5LI），開花初期 （7月 22日）お よび開花後期 （8月6日）

に実施 し た．根系調査 は 開花後期 （8月 6日） に 実施 し，各

試験 区 の 3ポ ッ トに つ い て ダ イ ズ の 根系を洗 い 出 し，最大

根 長を測定 した 後，直根，側根お よ び 根粒 に 分割 し乾燥重

を測定し た．

　（実験2）石膏の 施用が地．ヒ部生育 お よび根系生育に 及ぼ

す影響 に つ い て 検討 した．115000aの ワ グネル ポ ッ トを用

い ，石膏施用量 の 異なる試験 区を作成 した．実験 1で 用 い

た 赤土 を ポ ッ トに 人 れ た後に 石膏を ポ ッ ト当た り4g表面

施用 した 試験区 （石膏200U9／10a区），石膏を 10g表面施用

し た 試験 区 （石 膏 500  ノ10a区） お よ び石膏無施用区 （対

照 区） の 3試験 区 とした．各試験 区の 施肥管理，水管理，

播種方法お よ び調査方法は実験1と同様 と した ．

　 1！5000aワ グ ネ ル ポ ッ トを 川 い た試験で は ，生育の 経過

に つ れ 根域が制限 さ れ る 凵∫能性があ る こ と を考慮 し，ベ ニ

ヤ板 で 作 っ た根箱 （40cm × 40em × 7cm幅）を用 い た試験 も

行 っ た．同時に 縦 に 2分割 で き る よ うに 加 工 したPCVチ ュ
ー

ブ （長 さ50cm，直径 10cm）を用 い ，根長が制限 されな い 状態

で 根系が観察で き る方法を 工 夫 した．使用 した 基本 十 壌 は

市販 の トヨ コ ード （N，P，Kを そ れ ぞれ 0．2g！1  含む ） と し，

石膏 を491ポ ッ ト （200  1ユOa相 当）表面 施 用 した試験 区 （石

膏区）と石膏無施用区（対照区）の 2試験区による実験を行 っ

た．9月 2日に 1箱 （チ ュ
ー

ブ）あた り2粒ずつ 播種し，発芽

を確認 し た後に 間引き処理 を行い 1個体と した．1試験区 に

つ き 3箱 （チ ュ
ーブ） を 供試 し た．水管理 は各試験区 と も

2日 に 1度実施 し，毎 回 の 灌水量 は 1箱 （チ ュ
ー

ブ）あた り

400mlとした．10月 2日 に草丈，　 k茎長 ，
　 L茎節数 および

SPAD値を測定 した，根系調査は 10月 15H に 実施 した．各サ

ン プル を上壌ご と ピ ン ボード （ピ ン の 間隔 2cm） に 移 し，て

い ね い に土を洗 い 流 し た後，上壌階層 10cmご とに 含まれ る

根系を採取 し乾燥重を求めた．

　（実験3）堆肥 の 施川が地 上部 生育および根系生育 に 及

ぼす影響を検討 し た，1！5000aの ワ グネル ポ ッ トを用い ，

実験 1で 用 い た赤⊥を基本⊥壌 として 堆肥をポ ッ ト当た り

70g全層施用 した試験区 （堆肥 3．5t110a区），140gを全層施

用 した 試験区 （堆肥 7t／10a区） お よ び 堆肥無施 用区 （対照

区） の 3試験区で実施 した．また石膏施用試験 （実験 2） と

同様 に，根箱 とPCVチ ュ
ーブを用 い て 堆肥70gfポ ッ トを基

本土壌の トヨ コ ードに 全層施用 した試験区 （堆肥区）およ

び 堆肥無施用区 （対照区）の 2試験区 と し た 実験 を 行 っ た，

播種方法，水管 理 お よ び 調査方法は 実験2 と同様 と した．

　（実験4）地 ド水位の 違い がダイ ズ の 地上部生育お よ び根

系生育 に及ぼす影響を根箱とPCVチ ュ
ーブを用 い た試験 で

検討 した．水を張 っ たコ ン テ ナ（40 × 60× 30cm）に トヨ コ
ー

ドを充填 し た根箱およびPCVチ ュ
ーブ を固定 し，表層 か ら

の 地下水位を 15cm （地下水位15cm区）と30cm （地下ノk位30cm

区） に 設定した試験区お よ び畑状態で水管理 を行っ た試験

区 （対照 区 ） の 3試験区 に よ る実験を行 っ た．播種方法，

水管理およ び 調査方法は実験2と 同様 と し た．

　　　　　　　　　 結 果 および考察

　（実験1）開花後期 （8月 6日） の 草 丈，主茎長，i 茎節数

およびSPAD値を第 1表に 示 した．赤玉上50％ 区 の 草丈が対

第 1表 土 壌の 透 水 性 の違 い が 開花 後 期 の 地 上 部生 育 に 及 ぼす影 響，
試験 区：　　　　　　 草丈

　　　　　　　　　 （cm ）

一
L茎長　　　　 主茎節数

（cm ）　　　　　 （！株）

SPAD

対 照 区 （赤 上 100％） 68．6 ± 4．25a
赤一kL30 ％1＞（　　　　 5T．7　± 」．19 　a

赤 玉 上50％区 　 　 　 53．2 ± 0，8　 b

LSD （0．05）　　　　　　　　　 ＊

53．8　± 5．0
46 ．5　± 　L3
42．8　±　1．O
　 　 n．s

9，0　± 0．5
8．4　± 0．2
7，6　± 0．2
　 　 n．s

冖
r38000±

±

±

g

　

　

　

n

701333

’V
’．均値 ± 標準誤 差（【〕＝5＞．＊：5％ 水準で 有意差 あ り．　 調 査 目：2007 ！8〆6．

一42 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Crop Science Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Crop 　Soienoe 　Sooiety 　of 　Japan

照 区 よ り有意 に 低 くな っ た．開花後期 に お け る 直根乾重，

側根乾 重，根粒乾重および総根重は赤玉 ヒ50％ 区で 最 も少

な か っ た （第 2表 ），実験 1で は 2目に 1度300m1 ず つ 灌水 を

行 っ たが，基本的 に 畑状態 で の 管 理 で あ っ た た め，保水 性

が 高 く維持 され た 対照区に 比 べ ，赤 玉 土 の 混合比 が 高 くな

る処理 区 で根系の 生育が 劣る結果 と な っ た．赤玉 十 の 混合

比が多 くな る と ヒ壌 の 排水性が良くな り，最 大根長 は 大 き

くなる傾向を示すが，根系生育および草丈は ヒ壌の 水分含

有量が高い 方が良好とな る こ と が 示 さ れ た．

　（実験2）開花後期 （8月6目） の 草丈は 対照 区よ り石膏 を

施用 した 試験 区 で 低 くな る 傾向が 認 め られ た （第3表 ）．石

膏の溶解度 は 0．129〆IOOgと炭酸カル シ ウム よ り高い こ とか

ら，石膏を施用す る と上壌中 の カル シ ウム 含有量が増加す

る．土壌中 の カル シ ウム 含有 量は ア ン モ ニ ア 態窒素の 吸収

に 拮抗的に 作川 す る こ と か ら，窒 素 の 吸収 が 抑制さ れ る （渡

部 1993） と の報告が あ る．本試験 で は 有膏500  110aの 施

用 で 開 花後期 の草丈 が 対照区 よ り低 くな る傾向 が 認め られ

た．石膏 5DO  ノ10a施 用 区で は 1：壌 中の カ ル シ ウ ム 含有量

が 多くな り窒素 の 吸収 が 抑制 さ れ た 結果，草丈が低 くな っ

た と考 え られ る．

　開花後期 （8月 6「D の 根乾重を第 4表 に 示 し た．試験 区

の 間 に 有意差は 認 め ら れな い もの の ，石膏200kg！10a区 の

側根乾 重お よ び総根乾重 が 他 の 試験 区 よ り 多 い 傾 向が 認

め られた．1〆50DOの ワ グネルポ ッ トを用 い た試験 で は 最大

根長 に 試験区間差異 は 認 め られ な か っ た （第 4表）．石膏

を 200ngflOa施用 し た PCVチ ュ
ーブ 試験 に おけ る根系生育鍛

を 第 5表 に 示 し た，チ ュ
ーブ の 深 さ は 50cmあ っ た が 根系 は

20cm層ま で しか伸長し て い なか っ た．0− 10cm層の根乾重

に ほ とんど差 は なか っ たが．土壌 10− 20cm層 に 含 ま れ る 根

乾重 は 対照 区よ り 石 膏 200  施用 区 で 多い 傾向が認 め られ

た （第5表）．石膏施用 に よ り 上壌 10cm以下の 層の 根 重を増

加 さ せ る 可能性が示唆さ れ た，石脅施用量が 200kg！10a程

第 2表 土 壌 の 透水性 の 違 い が開花後期 の 根 系生育 に 及 ぼす影響．
試 験 区　　　　　　直根乾重

　　　　 　　　　　 （〆株 ）

側根乾 重

（〆株）

根粒乾重

（／株 ）

総根乾重

（／株 ）

最 大 根長

　 （cm ）

対 照 区 （赤 ヒ［00％） 0．41 ± O．04a 　 LO4 ± 0．06　 ab

祷ミ「モ」二30％1メ：　　　　 0，27　± 0，02　ab 　1．10　± 0．02　a

赤 下 上 50？6区　 　　0．18 ± O．Olb 　 O．86 ± 0．02b
LSD （0，05）　　　　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　　　　　＊

0．120
．040
，02

± 0．02　　tt　　　 1．57　± 0．10
± 0．OL　　ab 　　　L41　± 0．05
ユ： 0．DO　 b　　　1．06　± 0．D3
＊　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 ＊

a 　　 ・to．5　± 2．l
ab 　　・1L9 　± 0．9
b　　 ・13．2　± 1．9
　 　 　 　 n．s

’lt均 値 ± 標準誤 差 （n＝3）．＊：5％ 水 準 で 有 意 差 あ り．　 調 査 日 ：2007／8／6．

第 3表 石 膏施用量 の 違 い が 開花後期 の 地上 部生育 に 及ぼす影響、
試験 区　　　　　　 草丈

　　　　　　　　　　（cm ）

主茎長

（cm ）

主茎節数

（！株）

SPAD

対 照 区

有 膏200kg 区

石 膏500kg 区
LSL ）（0 ，05＞

68．6　：ヒ・1．3
65，4　± 2．2
57．9　±　1．8
　 　 n．s

53．8　± 5．D
51．4　づ

一L9
47．5　：L2 ．1
　 　 n．s

9．0　± 0．5
8．6　 ← 0，2
8，4　 ± G，2
　 　 n．s

3［．7　± 0．7
31．8　ゴ

ー0．9
30．7　± 0」

　 　 n．s
’
！d 勾f直± 標 準 言呉差 （n5 ）．　 調 査 日 ：2007 ！8／6．

第 4表 石 膏施用量 の 違 い が 開花後期 の 根系生 育に 及 ぼす影響．
試験 区　　 　 　 　 直根乾重

　　　　　 　　　　 （f株）

側根乾重

（／株）

根粒乾 重

（〆株）

総根乾重

（〆株）

最 大 根長

　 （cm ）

対照区

石 官200kg 区

石 膏500kg 区

LSD （0．05）

0．41　± 0．04
0，40　± 0．05
0．35 　± 0．02
　 　 n ．s

1．04　± 0．06
1．131　ヨ

ー0，21
1．11　 ± 0．n
　 　 ll．s

0．12Q
．130
．07

± 0．02
十 〇．04
上 0，01T
／．s

1．57 　± 0．10
1，84 　士 0．28
1，53 　二辷 0，14
　 　 n ．S

123211±

＋一
±

Sn

F
つ

qロ
4042

4【
33

ヰ∠雌丿f直± ｛票準誤差（n＝3）．　調 査≡日 ：2007〆8／6．

第5表 PGV チ ュ
ーブを用 い た 石膏施 用試験 に おけ る根系生育量．

試験 区 　　　　　　　0−10cm
　　　　　　　 　　　 （）

　 根乾 重

10−20c田

　（・）
総根重

　（）

対 照 区

石 乍≒
；200kg［天

LSD （0，05＞

0．46　± 0，08
0，45 　± 0．02
　 　 n ．s

0．12　t：　0．02　　　　0．58　
−
r
−0，06

0．35　± 　O．08　　　　0．80 　± 0．10
　 　 11．S　 　　　　　　　　　　　 n．s

’
「lt’丿イ［白：ゴニ1票珂「i両呉差 （n＝3）．　 ｝調「裔i日 ；2007 ／ 0

’
15 ．
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度 で あれば，草丈を抑制する こ と な くダイ ズの 側根乾重を

増加さ せ る こ とが可能で あ る こ とが示唆された．

　（実験3）堆肥3．5r区お よび堆肥 7 エ区 の 草丈 と 卞茎長 は

対 照 区 よ り有意 に 高くな り （第 6表）蔓化 の 傾向が認 め ら

れ た．ダイズ 栽培で 籾殻堆肥 を 使用 す る 際 の 施用 量は 1〜

2t！10aが 日安 （土屋 20D7） と さ れ て い る．本試験 では生

育初期か ら開花期 の 生育量を調査したが，堆肥 の 無機化速

度 を 考慮 し，標準施用量 よ り多 く施用 した ．ま た初期牛育

の 促進を考慮 して化学肥料も施川 し た が，結果 と して 過剰

な窒素供給状態 と な り地 H部が 蔓化 した ．

　開花後期 （8月6日 ）の 根乾重を 第7表に 示 した．堆肥3．5t

区 お よ び堆肥 7t区 の 側根乾重 は 対照 区よ り有意に 少な く

な っ た．また堆肥3．5t区お よ び堆肥 7t区の 根粒乾重 は 対照

区 よ り有意 に 多 くな り，堆肥 の 施川が 根粒増加 に 効果的 に

働 く こ とが 示 さ れ た．堆肥 の 施用量が 適切 で あれ ば 地 L部

の 蔓化を 防ぎ，根粒 を 増加 さ せ る 効果が期待 で き る．

　 （実験 4）ダイズが発芽す る際に は ま ず 種子 に よ る吸 水が

行 わ れ る が ，吸水 の 初期段階 に お け る 吸水速度が発芽時 の

障害 に人 き く影響す る が，そ の 要因は酸素欠乏 で は な く急

激 な 吸水に よ っ て 生 じ る 種子 の 物理的な破壊 で あ る （中山

ら 2005）．本試験 で も根箱お よ びPCVチ ュ
ーブ を 川 い て 地

ド水位を 15emに し た試験を行 っ た際 15cmの 地下 水位 に 設

定 して 播種 したと こ ろ発芽 しなか っ た．しか し発芽を確認

した後 に ，15cmの 地下水位 に 保 つ と，そ の 後 の 生育 に 障害

は 認 め られなか っ た．

　地 ド水位を30cmに 保 っ た根箱試験 の 草丈，卞 茎 長 ，主 茎

節数およびSPAD値を第8表 に 示 した，地 下水位30cm区の 草

丈，主茎長が対照区よ り高 くな り，豆茎節数も多か っ た．

対照区の 草丈および主茎長 は 地 ド水位 30cm区より著 し く小

さ く，　
一
見す ると水 ス トレ ス に よ る 生育差 が 現 れ て い る

よ うに も見受 け ら れ た．しか し，対照区の 潅水は 2H に 1度

400mlずつ 行 っ て い る こ とか ら，水 ス ト レ ス に よ る 生育不

良 の 結果と は 判断で きなか っ た．根箱試験 に おける根乾重

（10月15日 ）を第9表に 示 し た．地 ド水位30cm区 の ．f壌 10

− 20cm層 に お け る根乾重は 対照区よ りも有意 に 多 く，総根

乾重 も地 下水位 30cm区 で 多 くな る 傾向が 認 め られ た．播種

時期に お け る 発芽障害 （湿 1iの が 回避で きた後 で あればダ

イ ズは 比較的高 い 水分含有率の 土壌条件 ドで 根系 生 育 が 促

進 さ れ る こ とが 確認 さ れ た．

第6表 堆肥 の 施 用 が開花後期 に おける地 上 部生育 に 及 ぼ す影聳．

試験 区 　　　　　　　草 丈

　　　　　　 　　　　（cm ）

t 茎 長

（cm ＞

主 茎 節数

（／株）

SPAD

対 照 区

堆 肥 3．5r区
i隹月巴7t［玉
LSD （0，05）

68．6　± 4．3　　b　　53，8
92．8　± 4．2　　a 　　84．1
92．3　± 2，6 　　a 　　85．2
　 　 ＊

± 5，0　 b　　 9．0　±こ 0．5
：ヒ 5．7　 a 　　 9，0　：LO ．0
± 2．9　 a 　　 9，0 　± 0 ．0
＊　　 　　　 　　 　　　 　　 　r1．S

31．7　 ± o．7
32．5　± 　1，2
35．3　± 0．8
　 　 r［．S

平均 値 ± 標準誤 差 （n＝5）．＊：50／6水準で 有意差 あ り．　 調 査 ［ ：2007／8！6．

第 7表 堆肥の 施用が開花後期の 根 系生 育 に 及 ぼ す影響

試験 区　　　　　　直根 乾重 　　　　側根乾重

　　　　　　　　　　 （）　　　　　 （）

根粒乾 重

　 （）

総根乾重

　 （）

最大根長

　 （cnl ）

対照 区

堆 月巴3．5し［x．
堆 肥 7t区
LSD （0，05）

0，41　 ± 0，04
0．41　± 0．01
0，45　：ヒ 0．02
　 　 冂．s

1．04　± 　0．06　a

O．65　± 0，01　b
O．75　：±

− 0，03　b
　 　 ＊

0，12 　→： 0，02　b　　 l，57　：t　O，10
0，24　± 0．Ol　 a 　　　l．29　± 0，02
0，33　± 　0．02　　a 　　　　1．53　

一
辷　0．05

　 　 ＊　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 n．s

40．5　 ± 2，1
39．2　±　1，3
38，7　

一
辷 2，0

　 　 n．s

平均値 ± 標準誤差 （n二3）．＊：5％水準 で 有 意差 あ り．　 調 査 日 ：2007〆8〆6・

第8表 地 下 水 位 の 違 い が 地 上 部生 育に 及 ぼす影響．

試験区　　　　　　　 Hit丈　　　　　主 茎 長

　　　　　　　　　　 （cm ）　 　 　 （crn ）

主 茎 貝r黴

　（／株）

SP へD

tt・1照、「メこ　　　　　　　　　　11，2　± 　1．6
地 ド水位3  cm 区 　 57．7 ± 0・5
LSD （0．05）　　　　　　　　　　　　＊

3411±

±

＊

7
尸
D

冖
’

4

　

4ba
b　　2，7　：t： 0．3　 b　　43．0　± 0．2　　tL

a 　　6，0　± 0，0　　且 　　33．4　
一
辷 0．3　　b

　 　 　 　 ＊　　　　　　　　　　　　＊

平 均値 ± 標準 誤 差 （n＝3）． ＊：5％水準で 有意差 あ り， 調査 目 ：2007 ，
／tOf

’
2．
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　　　　　　　　　　 第9表 地 下 水位 の 違 い が 根系 生 育に 及 ぼす影 響、
根 乾 重

試験 区 0−10cm
　（）

10−20Ctn
　（・）

2〔〕−30Cm
　 ⊂

・
）

総根乾重

　 （T）
ヌ寸貝く｛（x ：　　　　　　　　　　0，88　

一
ヒ 0．22　　　　0．00　二L　O．00　b

地 下 水 位 30c111区 　　 1，07 ± 0．20　　 0，了6 ± 〔｝．Ola
LS1〕（0．05）　　　　　　　　　　　　r1．s　　　　　　　　　　　　＊

0，DO　 ± 0．00
0．21　 ± 0．07
　 　 r1．S

0．88 　二L　O，22
2，〔｝4　 ± 0．14
　 　 n．s

　　　　　　　　
’
「均値 ± 標 準誤 差（r3 ）． ＊；5％水準 で 有意差あ り，
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